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★賞味期限が１ヶ月以上あるもの

★常温保存できるもの

★未開封のもの

１１月２８日（土）10:00～12:00
食で応援プロジェクト（フードバンク）

【九品仏地区福祉施設等ネットワーク会議】（８/２７開催）♪
今回は「災害時の福祉施設と地域の連携について」のテーマのもと、奥沢福祉園、九品仏生活実

習所、グループホーム奥沢・共愛、ぽーとたまがわ、玉川聖学院、まちづくりセンター、あんしん

すこやかセンター、九品仏地区社協の計17名が参加し、情報共有・意見交換が行われました。

「世田谷区が考える福祉避難所のあり方や現場の課題」について奥沢福祉園施設長から説明があり

ました。

それによると世田谷区では福祉避難所は発災後4日目以降の開設を想定しており、要配慮者専用

の二次避難先であること。また、福祉避難所自体の被災や職員(人数・専門性)の不足も考えられる

こと等々、発災時のスムーズな開設運営のためには解決すべき課題が多々あることがわかりました。

その後の参加者による情報・意見交換では、それぞれの現状から何が出来るか思案・模索している

状況が窺え、今後、行政と施設だけではなく地域住民も参画しての現実的な対応策を編み出してい

く作業が必要になると想われます。

「Run伴＋（ランともプラス）」
10/31開催♬

「街角祭り」１１/１開催します♪

最後に、地域の中で顔が見える関係性を築くための一手段として毎月行われている

「ボッチャ交流会」の報告がありました。平日午後の開催で平均24～5名の参加ですが、

参加者どうしの声かけも盛んになり交流の場となってきたようで、もっと周知させる方

法や新たな会場を探したいとの報告・意見が出されました。初参加の施設から、ひろが

りを期待させるような提案もあり、今後の展開を待ちたいところです(M.S)

認知症当事者の方々の発案により2011年に始まり、

全国各地で開催されています。世田谷区では2021年

から開催され、今年は区内で6コースが実施されます。

認知症の人やご家族、地域住民、医療・福祉関係者の

方々と一緒にタスキをつなぐプロジェクトです。

九品仏地区は今年が初開催。10月24日に開催され

る奥沢・東玉川コースからタスキを受けとり、奥沢地

区と一緒に『認知症になっても安心して暮らせるまち

づくり』を目指します。開催に向けて、沿道を彩る応

援のためのオレンジ色の折り紙を九品仏小、八幡小新

BOPの子どもたちに折ってもらいました。

詳細は事務局までお問い合わせください。
回覧板などでもお知らせいたします。

皆様からのご協力宜しくお願いいたします。
社協九品仏地区事務局：070-3946-9797

安心して暮らすシニア世代になるために
シニア世代を支えるために♪

11月1日(日)13:00～16:00
場所：デイホーム玉川田園調布
・ミニ講座 「シニアの備えについて」
・モルック、ボッチャ体験
・各種相談会 健康、栄養、相続、介護、歩行
体力測定 血流測定 VR認知症機能チェック
などなど

・みんなで歌う街角音楽会

認知症になっても安心して暮らせる
地域づくりを目指して

コミュニティカードゲーム「FFフローターフレンズ」
お披露目＊当日お楽しみに

＊詳しくは掲示を
ご覧ください。

【主催】「街角保健室プロジェクト委員会」
【問い合わせ先】NPO法人たまがわまちづくりハウス

              ０３-３７２１-８６９９

＊雨天でも
やっています。。

旗はあんしん

すこやかセン

ターで配布し

ています。
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